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　死はいつの時代も変わりなく人々に訪れる普遍的なものですが、死者の弔い方や送り出す側の
向き合い方は時代によって変化しています。
　本展示では、市内の葬墓制の歴史について、古墳時代から現代に至る幅広い時代を取り上げな
がら紹介します。同じ多賀城市域でも時代ごとに大きく異なる死者との関わり方があり、それら
を知ることは、今を生きる私たちの死に対する「当たり前」を見つめ直すことにつながります。

古墳時代
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多賀城周辺の墓地­古代の被葬者­

極楽浄土への憧れ­中世の供養のかたち­

近世の葬墓制

変化する弔いのかたち

　古墳時代には、地域ごとに力を持った豪族の墓として古墳や横穴墓が作られ、豪華な副葬品が収められました。

金銅装頭椎大刀

多賀城が設置されると、まち並みの整備も本格化します。

多賀城の機能が衰退し、「多賀国府」が登場するようになる時代です。
人々の極楽往生への願いが込められた墓・石碑や、資料が残されるようになります。

大日北遺跡では、江戸時代の墓70基や、葬具・副葬品が見つかっています。
また、古文書からは、葬儀に組織的に多くの人が関与していた様子が分かります。

こんどうそうかぶつちのたち

副葬品の古銭
新田地区

鉄鍋をかぶせて供養した墓

火葬や葬儀社の利用の普及など、葬墓制は大きく変化しました。家族単位での死者との別れが行われるようになります。
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江戸時代の墓

自宅での葬儀
（高橋地区）

　　 「火葬」の文字
（契約講記録（新田地区））

山王遺跡

大代横穴墓群

稲荷殿古墳

市川橋遺跡

土坑墓と出土土器

西沢遺跡大日南遺跡

南安楽寺古碑群

大日北遺跡

葬具・副葬品

天童家文書

まち並みの住民のものと思われる土坑墓や副葬品の土器が見つかっています。
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